
 

 本年度，本校では，生活努力目標である「みんなが笑顔の附属小学校にしよう。」を達成
するために児童会を中心にあいさつ運動に取り組んできました。７月５日に行われた全校
集会では，各学級で取り組んでいるあいさつ運動を紹介し合った後に，６年生と１年生が
一緒になって行うことのできるあいさつ運動といったような異学年で取り組める活動につ
いて話し合いました。早速，次の日からは，６年生が１年生を朝迎えに行って児童玄関前で
活動を行ったり，３年生と４年生があいさつポスターを持って正門前で活動したりする姿
が見られました。このように異学年で同じ目的に向かって活動することで，上学年は学校
の中心としての役割を自覚し責任をもって活動に取り組み，下学年は，上学年を憧れの存
在として学年を超えて協力し合うことのできる喜びを感じることができると考えます。 

 

未来を拓くための自分らしい生き方・役割に関する取組 

伝統を受け継いで ～さわやかタイム（大運動会練習）～ 

 

 

できるようになったよ ～水泳学習参観～【自己肯定感】 
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【８月の主な行事】 

18日（土）ＰＴＡ美化作業 

21日（火）三芽会（～26日 市立美術館） 

27日（月）前期後半開始 図書返却（～29 日） 

登校現場指導（～31日） 

校内選書会（～31日） 

【９月の主な行事】 

３日（月）図書通常貸出開始 

５日（水）ＰＴＡ総務部会・理事会 

６日（木）養護教諭教育実習（～28日） 

11日（火）大運動会予行 

12日（水）大運動会予行予備日 

14日（金）※火曜校時 大運動会準備 

想定外が想定外でなくなる 

副校長 益山 富誉 

 大阪北部地震や西日本豪雨（平成 30年７月豪雨）など，私たちが普段から備えていてもそ

れ以上の自然災害が発生するようになりました。特に今回の豪雨では，大雨特別警報が 11府

県で発表されるという未曽有の災害となっています。様々なことに対応できるように，対岸の

火事とせず，より緻密な備えが必要になっていると感じることでした。 

 前期前半が本日で終了となります。72日間（１年生は 71日間），本校の子どもたちは，大

きな事故やけがもなく，学校生活を過ごすことができました。保護者の皆様や同窓会の皆様，

地域の皆様に見守られながら，登下校や学校生活，学習や運動，家庭生活など充実した日々を

過ごすことができたことに，心から感謝申し上げます。そして，子どもたちは，できるように

なったことや分かるようになったことなど多くの成果を上げることができました。一人一人

の子どもの貴重な財産となっています。 

 明日から 37日間の夏休みに入ります。子どもにとって，家庭で過ごす大事な期間となりま

す。家族のふれあいや様々な体験活動など，一歩でも成長した姿を８月 27日には見ることが

できることを楽しみにしています。そのためにも，交通事故や水難事故など命に関わる出来事

が起こらないように願っています。充実した夏休みをお過ごしください。 

 9 月 15 日（土）に開催される第 68 回大運動会に向けての練習が始まりました。前期前半

は，マスゲームを中心に練習を行いました。 

 本校で行われているマスゲームは，48 年前に 1000 名近くの子どもたちが同じ演技をする

ことを通して，附属小学校の一員としての連帯感を感じることを目的として創られました。

また，平成 30年度で 49年目を迎える「附属体操」や 51年目となる「附属ダービー」等も長

く受け継がれてきた種目です。 

 子どもたちは，このような伝統のある種目を経験す

ることで，学校や学年・学級に対する所属意識が高ま

っていくことはもちろんのこと，将来，子どもたちが

大人になり，附属小出身の人たちとつながりを深めて

いく契機となると考えます。 

 夏休み明けも暑い日が続きます。子どもたちが，万

全の体調で大運動会練習に臨むことができるように

夏休みも規則正しい生活を送らせてください。 【暑さに負けずマスゲームを練習する様子】 

28日（火）参加観察実習前半（～29日） 

30日（木）第１免許教育実習（～９/28） 

【異学年であいさつについて 

         話し合う様子】 

 今年度から，水泳学習の指導時間を確保することを目的として水泳大会を水泳学習参観
に変更して行うことになりました。各学級で行われた水泳学習参観では，水に顔を付けるこ
とができるようになった姿や 25ｍ泳ぎ切ることができる 

ようになった姿等を保護者の方に見せようと頑張る子ど
もたちが輝いて見えました。そして，「上手になったね。」
「すごかったよ。」と保護者の方から誉められたことを誇
らしく教えてくれました。 
 子どもたちは，認められ・褒められることで自分に自 
信をもち前に進めるのだと考えます。前期前半の子ども 
たちの頑張りをたくさん認め・褒めてあげてください。 【輪くぐりできるようになった姿を伝えようとする様子】 

15日（土）第 68 回大運動会 

16日（日）大運動会予備日 

17日（月）敬老の日 

18日（火）振替休日 

19日（水）参加観察実習後半（～21日） 

23日（日）秋分の日 

【自分の役割を自覚してしっかり 

あいさつをする６年生の様子】 

【作成したポスターを手にして 

あいさつする様子】 


